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リフト・バレー熱ウイルスは，マウスに強い病害力 除脳猫でみられる足間代は上述の如き，運動ネウ
をもっていて， 1.5--3日でこれを致死させる。そ ロンが強化されたとき生成されるもので，筋紡錘発
の病理は，内臓諸臓器，とくに肝における広汎な壊 射，筋放電及び筋張力を計測しついこれらの関係
死Kよって代表される。 を明確にした。 
このウイ Jレスは，ひとの子宮癌よりえられた組織
培養継代細胞 (HeLa)を宿主としてこれに感染さ 36. 佐藤癌 1号の寮結による異種移植に関する実
せることができる。ここにふえたウイノレスを，さら 験的研究(第 II報)
に細胞から細胞へと継代するときは， 20代に至っ
佐藤伊吉ノ市川辰己(歯口科)
て，ウイルスの性質が向神経性に変化することがわ 昭和 33年度癌学会および千葉医学会において佐
かった。 藤癌 1号を凍結保存後移植すると腫蕩発育過程にお
この変異ウイ Jレスの特徴は，脳内lζ接種すると， いて腫蕩発育の通常みられないほどの発育力の増大
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マウスは中枢神経症状を著明に示して死亡するが，
それ以外の経路では原株ウイルスのようには感染し
ない。 ζの乙とは，病理形態学的所見Kよってよく
説明される。
おわりrc.，ウイ Jレスの変異の機序について 2，3論
議されるであろう。 
質問本間三郎(第1生理〉
中枢神経系症状とはどんなことであるか。
応答寺島東洋三(細菌)
被刺激性の充進と麻牌です。(背髄位であるか否t
かはわからない。)
質問大谷克己(第1解剖〉
中枢神経系の病理標本を拝見致しましたが，本ビ
ールスには，特定な核に親向性がありますでしょう
か。あるいは核lζ関係なく広汎K侵すものなのでし
ょうか?
応答寺島東洋三(細菌)
特にいずれかの核K変化が限局しているわけでは
ありません。概して，脳底部，脳室壁K神経細胞の
変性がみられます。
35. 除脳猫における足間代の筋紡錘発射について
本間三郎，高野光司〈第 1生理学〉
Precollicular切除の除脳猫において，単一後根
線維よりのスパイクを記録する乙とで，筋伸張時に
筋紡錘発射の著明の増強をみる。また共同筋の伸張
によって，筋の張力が増大する ζとも計測される。
し，無菌飼育 20 日目のもの M! 菌を 103~8 X 104 
程度投与すると著明な消化器系統の障害を現わし，
敗血症状を呈して死亡する。 F6菌の場合は消化系
統の障害が比較的軽度であり， 103~105 程度の菌投
与IC大部分の個体が耐える。 F6を比較的大量投与，
更に M 1 を与えると M1 の障害が現われず海摂は
F6単独感染の場合と同様に生存を続ける。乙の現
象は先ず腸管内に於ける Ml' F6の発育速度の差に
ある措抗現象によって起り得ることを実験の結果よ
り知り得たが，更に他種の菌を経口投与した場合の
実験成績と比較検討すると， F6菌の全身臓器， 特 
l乙牌臓， りんぱ系に対する適応作用が現われて血流
内l乙於ける M1菌の殺滅を現わし，また F6菌の作
用lζよる腸管上皮下組織の発達が現われて M1菌の
侵入を阻害することも考えられる。 
33. 破傷風患者発生地の土壊調査
仙波正義(国立千葉病院外科)
千葉県は全国的に見て破傷風患者の多発地帯K属
する。そ乙でこれらの土地の性状を検討して見た。
即ち当外科へ入院した破傷風患者及び保健所に届出
のあった中の一部の受傷場所の土壌を調査した。 
調査にあたっては土壌の色，土'性，腐植，磯，粗
密，組織，構造，泥炭，乾燥， pH，及び通気性を 
対照とした。その結果として必ずしも従来説えられ
て居った湿地帯のみに発生せず，乾燥地帯にも亦塵
介，堆肥などの少い土地にも相等数の発生を見てい
